
 
     

                     

＜開催日時および場所＞   

 

〇 令和 7年 3月 25日（火） 

箱根町役場本庁舎 4階第 1～第 3 会議室 

時間は 14：00～16：00 （最終受付は 15：30） 

 

※ ご相談は事前予約をお願いしております。 
 

 

高齢や病気が原因で、身の周りのことや財産のことなどの判断が 

適切に行えなくなることがあります。 

自分自身の、そして大切なご家族の将来に備えるため、 

気になる“こと”を相談してみませんか！ 

 

 

 

お問い合わせ・事前予約は･･･ 

箱根町地域包括支援センター ８５－３００２まで 

 

～成年後見 ・ 遺言 ・ 相続等～ 

 



行政書士による無料相談会では… 

～成年後見制度～ 

自分自身で判断することが難しい方について、家庭裁判所に

よって選ばれた成年後見人等が、財産の管理や福祉サービス

等の契約を行い、ご本人の権利を守り生活を支援してくれる

制度です。無料相談会では成年後見利用までの流れや家庭裁

判所の申し立てに必要な書類や手続きについての相談がで

きます。 

～遺言・相続～ 

自分の遺産をどのように使い、子孫たちにどうやって分配す

るかなど、将来争いが無いように不備なく遺言を作るための

相談ができます。 

～その他～ 

行政書士は『街の法律家』として官公署（役所・役場）・契

約書等の書類作成や一般法律相談など、身近な書類手続きに

ついてもいろいろな視点からアドバイスを行ってくれます。 

まずは下記までお問い合わせ・ご予約下さい 

箱根町地域包括支援センター ８５－３００２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

サロンは地域の人たちの参加で作り上げる、みんなが気軽

に集まれる場所です。 

あなたも参加して一緒にサロンを楽しい会にしませんか？ 

参加者募集中です！誰でもお気軽にお越しください♪ 

 

日 時：令和 7 年 3 月 25 日（火）14 時～16 時 

場 所：仙石原いこいの家 

内 容：ラジオ体操、お楽しみ会 

参加費：お茶菓子代として一人１00 円 

※ タオル・飲み物持参（コロナ対策のため） 

【お問い合わせ】 

伊東元子（８６－３７６６）または 

高橋重子（８４－６０６６） 

 

       

 

 



日 時：令和 7 年 3 月 19 日（水） 11：00～ 

場 所：元箱根集会所集合 

内 容：みんなでちらし寿司他 

お楽しみを食べましょう！！ 

参加費：お茶代として一人 100 円 

（内容により変更するときがあります） 

 

 

 
 

お問い合わせ：箱根町社会福祉協議会 担当：北村 

       電話番号 → ８５－９０００ 

 

芦ノ湖サロンは地域の人たちの参加で作り上げる、みんなが気軽に集まれる 

 

場所です。あなたも参加して一緒に芦ノ湖サロンを楽しい会にしませんか？ 

 

気軽に集まれる場所が近所にあるっていいですよね。 

 

 



〚１⽇⽬〛 ⾞いすで挑戦を続ける
 ⽇  時：４⽉２５⽇（⾦）
      １８：３０∼２０：００
 講  師：⾼野 裕基 ⽒
 主な活動：湘南スポーツクラブに所属し、
      ⾞いすバスケットボール選⼿
      として活躍中。

〚２⽇⽬〛 ボランティア活動の魅⼒
 ⽇  時：５⽉９⽇（⾦）
      １８：３０∼２０：００
 講  師：池⾕ 裕次 ⽒
 主な活動：温泉旅館みたけを営むほか
      ⼩学校教諭の経験を活かし、
      箱根町を中⼼に活躍中。

 会  場：おだわら市⺠交流センター
         ＵＭＥＣＯ会議室５・６（２⽇間共通）

地域ボランティアを始めるきっかけとして、
⾃分の「できる」を⾒つけてみませんか？

令和７年度
ボランティアいちから講座

対  象：福祉ボランティアに興味のある⽅
     ※�各⽇１５名（先着）
申込み先：箱根町社会福祉協議会（0460-85-9000）
     ３⽉１０⽇（⽉）よりWEB・電話・FAXにて受付
主  催：箱根町社会福祉協議会・⼩⽥原市社会福祉協議会

∼ チラシ裏⾯もご覧ください ∼



 

 

 
 

 
 

ふ り が な 

お 名 前 
 

ご 住 所 
〒 

 

電 話 番 号  

参加希望日 

① １日目 ４月25日（金） 

② ２日目 ５月9日（金） 

※ 参加を希望する日に〇を付けてください。 

 

 

 

                  
   

                    

 

ＦＡＸ：０４６０－８５－６８８８ 

箱根町社会福祉協議会 行き 

 

ボランティアいちから講座 参加申込書 

●小田原駅から徒歩３分 

●おだわら市民センターＵＭＥＣＯの      

 駐車場／駐輪場は、有料になります 

 ので、予めご了承ください。 

会場

案内図

申込みは WEBからもできます！ 
こ ち ら か ら ア ク セ ス → 









                                  R７．２．２１ 

箱根幼稚園だよりすまいる 
     園小中箱根教育合言葉「箱根を愛し、かしこく、やさしく、たくましく」 

 

 立春が過ぎましたが、寒さはいつまで続くのでしょうか？毎朝通勤時に芦の湯の温度計を見て「マイナス」の表
示に思わず車の温度を上げることがしばしばありました。一方では、園の周りの杉の木の色が変わりはじめ花粉が
膨らみ始めているようです。少しずつですが季節は変わろうとしているようです。 
今年の節分は地球の公転周期のずれと暦のずれで 2月 2日(日)でした。あいにくの雪でしたが、園児や保護者の

方と一緒に箱根神社の節分祭に参加しました。女性会の方が用意してくださったワカサギのフライで追儺式の始ま
りを待ちながら、鬼への想像を膨らませていました。雪の影響で参加する人が少ないのではと思っていましたが、
厄払いをする方は例年通り？それともそれ以上なのか？大勢おいでになり、子ども達は鞄いっぱいに福豆を拾い帰
ってきました。帰る途中は、風が冷たく小さな子ども達は寒さで大変でした。その分、お昼のにゅう麺と恵方巻は
格別だったと思います。今年も箱根幼稚園の職員が山姥をやらせていただきました。きっと箱根幼稚園にとって今
年もいい年になりそうです。ご協力いただいた皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

   

  

 

 

  

 1 月の終わりに、宮城野保育園の園児と箱根幼稚園の
４．５歳児で新江ノ島水族館に出かけました。今年１年
間月２回程度の交流を重ねてきたので、ペアになった友
達と楽しそうに見学することができたことは、何より嬉
しいことでした。水槽に顔を近づけて魚の動きを追った
り、陰に隠れているうつぼの姿にぎょっとしたりクラゲ
のコーナーでは、「泳ぎ方が優雅だね。」と宮城野保育園
の友達との会話が聞こえてきました。「これは何？」初
めてみる海の生き物について飼育員の方に自分から積
極的に聞く姿もありました。 
そして私は久しぶりに見たイルカショーにびっく

り！以前は、ダイナミックにイルカがジャンプをし、大
きな輪をくぐり、トリーターを背中に乗せて潜るなど華
やかなショーが見られましたが、今回は違うものでし
た。餌をもらえるからやるのではなく、あくまでもトリ
ーターとの信頼関係、その日のイルカの体調や気分に合
わせて内容を変えていくという話があり華やかさは感
じられませんでしたが、生き物への愛情は伝わりまし
た。この背景には動物福祉の観点からイルカショーを禁
止する動きが海外で広がっていることにあるのかと思
います。イルカの自発性をどうショーにつなげるかはト
レーターの腕の見せ所でしょうか？保育の考えと似て
いると感じて帰ってきました。今の保育は、一斉に先生
から教えてもらったことを教えてもらった通りにする、
私が育ってきた時代とは違い、子どもが主体的に、も
の・こと・ひとと関わりその中で探究していくことが望
まれています。どのようなことに興味を持ち、どう考え、
伝え合い、得た知識を生活や遊びにいかしていくか。そ
の中で生涯に必要な力を育むことが求められています。
保育者の専門性や感性がより問われ、保育の難しさはあ
りますが、保育者も子どもと共に探究していく面白さが
あります。子ども達の可能性は私たちの想像をいつも超
えてきますから。 

 
   箱根の森小学校 2年生地域探検 part２ 
 
 秋に１度園を訪問してくれた２年生。今回は、
園児や保育者に質問をもって訪れてくれました。 
➀園児は何人ですか ②先生は何人ですか  
③いつもどんな遊びをしているんですか④先生
になった理由は何ですか➄どうやって先生にな
ったんですか⑥先生が特にやることは何ですか
⑦子どもが帰った後は、どんな仕事をしているん
ですか⑧お迎えが遅れて、残っている子はどうし
ていますか。８つの質問を２年生がし、子ども達
や保育者が応えました。小学生の姿を見て、話を
聞こうとする園児達でした。 
 そして以前給食体験で５年生と交流した年長
児は、お別れ会に向けて考えていると、５年生が
してくれた自分クイズをやってみたいと言い、５
年生の教室に指差し棒を借りに行きました。その
指差し棒は、５年の担任の先生がずっと大事に使
っていたものらしく、年長児もその大事な棒を壊
さないように大事に扱っていました。教師間が計
画したもの以外にも自然な形でかかわりが増え、   
就学時にとって憧れや安心感につながればと思
っています。 
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